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“県内初” 予防・先制医療研究の機能を有する人間ドック 

つくば予防医学研究センター 
平成 29年 2月 1日から予約受付スタート 4月からサービス提供開始 

 

 

筑波大学附属病院（病院長 松村 明）は、予防・先制医療研究の機能を兼ね備えた人間ドック

「つくば予防医学研究センター」の受診予約を平成29年2月1日からスタートし、4月からサービスの

提供を開始いたします。本センターは、県内初の予防・先制医療研究の機能を有する人間ドックで、

検査の提供のみならず、健診によって得られたデータやヒト試料を予防・先制医療の研究に活用して

いきます。 

 

人間ドックとして最先端の医療機器を利用しつつ、臨床現場で経験を積んだ豊富な知識とスキル

を有する医師、看護師や技師が診察・検査に当たり、受診者の健康増進と病気の早期発見に努め

ます。万が一病気が発見された場合は、筑波大学附属病院の専門医による高度な治療をスムーズ

に行っていきます。また、健康な方に対して、より一層の維持増進を図るために、「つくばスポーツ医

学・健康科学センター」への橋渡しを行い、生活習慣病予防や改善のための科学的エビデンスを取

り入れた効果的なプログラムも提供いたします。 

 

通常の人間ドックは、病気やそのリスクの早期発見を目的に運用されますが、当該センターではド

ック機能のみならず、大学病院の持つ研究機能を十分に生かし、検査で得られた疫学データやヒト

試料を疾病罹患・重症化予測システムの開発や、がんの新規早期診断マーカー開発などに役立て

ていきます。 

 

さらに、オミックス解析拠点1として本年１月に本学に設置された、「プレシジョン・メディスン開発研

究センター」との連携を通じ、個人の遺伝子、血清タンパク質、画像などの各種バイオマーカーを用

いて、各個人の将来起こり得る疾患を予測し、医療介入を早期に行うことで発症を未然に予防する

「先制医療」を提供するための科学的根拠を築いてまいります。加えて、治療においても各個人に最

適な薬の種類や量を決める「精密医療」を行うためのエビデンスも構築していきます。 

                             
1
遺伝子の発現やたんぱく質の構造、細胞内の全代謝物質など生体中にある分子全体を網羅的に調べる学問のこと 



人間ドックメニュー（予定） 

 

 
 

人間ドック受診予約受付窓口 

 

予約は下記の電話のみで受け付けております。 

筑波大学附属病院 つくば予防医学研究センター  

TEL: 029-853-4205 （受付時間：平日9：30～15：30） 



 つくば予防医学研究センター 内観パース図  

 

［診察説明・待機エリア］                         ［診察室］ 
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